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目指したい授業

生徒が活発に自己活動をし，

数学を学ぶことの必要性を感じたり，

数学のおもしろさを感じたりできる授業。

考えさせる授業

問題解決型の授業



目指したい授業

問題解決型の授業で扱う題材

生徒にとって解決が迫られる切実な現実問題を含む題材
日常生活や社会の中にある数学が活用されている題材

１つの課題に対して複数の解決方法が考えられ，それらの
間にある関係を捉えたり，仕組みを調べたりすることにねら
いがある題材

★生徒が自然と考えたくなるような問題（題材）を設定する。

問題の
解法に
ついて

課題の
設定
について



目指したい授業

授業の構成

展開

まとめ

導入
生徒がその問題を何とかして解決した
くなるように，問題場面に引き込むよう
な工夫をする。

生徒が夢中になって問題に取り組んで
いるとき，十分な時間を確保して生徒の
思考に委ねる。
他の生徒にとってよい刺激となる生徒
の考えを全体で取り上げて，共有させる
ことも有効。

練り上げの過程を大切にする。
（考えを全体で共有，統合的にとらえて
まとめる，別の課題につなげる など）



教材研究
下の図で,印をつけた５つの角の和を求めなさい。

（東京書籍 新しい数学２ P１２４ 章の問題B4（２）改）



教材研究

Q１．この問題は、なぜここで取り上げられて

いるのでしょうか。

Q２．この問題は、この後、どのように扱うことが

できるでしょうか。



教材研究（Q１について）

P102



P102 P10３

教材研究（Q１について）



P10５

教材研究（Q１について）



P10７ P10９

教材研究（Q１について）



P1２２

（章の問題A）

P1２４

（章の問題B）

教材研究（Q１について）



教材研究（Q２について）



教材研究（Q２について）



生徒Aのノート



まとめ

・その題材の数学的背景まで含めた全体
構造について研究しておく必要がある。

・予想される生徒の反応について、丁寧に
分析しておかなければならない。

教材研究こそが、「考えさせる授業」を
つくる上で最も重要である。

・既習事項を活用して問題を構成していく。
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